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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング、および少なくとも部分的に伸長した状態と退避状態との間で切り換えられ
るように構成された退避可能なディスプレイを備える電子装置であって、
　前記電子装置と一体化されるとともに、少なくとも前記ディスプレイの表面から汚れを
除去するように構成された掃除ユニットを備え、
　前記掃除ユニットは、少なくとも前記ディスプレイの前記表面に接触することによって
汚れを除去するように構成された、移動可能なバーを含み、
　前記バーは、前記ディスプレイを間に収容するように構成された第１部材と第２部材と
を有することを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子装置において、
　前記バーを案内するためのエッジ部材が設けられていることを特徴とする電子装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の電子装置において、
　少なくとも前記ディスプレイの前記表面に接するように構成された前記掃除ユニットの
面は、布を備えることを特徴とする電子装置。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の電子装置において、
　少なくとも前記ディスプレイの前記表面に接するように構成された前記掃除ユニットの
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面は、ブラシを備えることを特徴とする電子装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子装置において、
　前記掃除ユニットは軸回りに回転可能であり、前記軸は、前記ディスプレイが前記掃除
ユニット近傍の領域において延在する平面に実質的に平行であることを特徴とする電子装
置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の電子装置において、
　前記ディスプレイには、帯電防止コーティングが設けられていることを特徴とする電子
装置。
 

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハウジングと、少なくとも部分的に伸長した状態と退避状態との間で切り換
わるように構成された退避可能なディスプレイとを備える電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　可撓性、とくに巻き取りまたは巻き付け可能なディスプレイを用いた装置は、ディスプ
レイを少なくとも部分的に読み取ることが可能な開放状態と、ディスプレイが収納された
閉鎖状態とを有する。可撓性ディスプレイがもろい層を備えるという事実から、表面の汚
れによって傷がつく可能性がある。このような汚染は、種々の物体の粒子、および／また
は液体を含むことがある。
【０００３】
　可撓性ディスプレイを備えた既知の装置の欠点は、異物がディスプレイの表面または裏
面を汚染して、ディスプレイが退避または伸長されたときに傷を付けてしまう可能性があ
ることである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、退避可能なディスプレイを備えた電子装置であって、表示面に存在す
る異物による表示面の損傷を防止できる装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　このため、本発明による電子装置は、当該装置に一体化され、少なくともディスプレイ
の表面から汚れを除去するように構成された掃除ユニットを備えている。掃除ユニットは
、少なくともディスプレイの表面に接触することによって汚れを除去するように構成され
ていることが望ましい。この構成により、ばらばらな(loose）粒子だけでなく、液体もデ
ィスプレイの面から除去することができる。掃除ユニットは、装置のハウジングに、とく
にハウジング内部に適切に一体化してもよい。
【０００６】
　本発明の技術的手段は、少なくともディスプレイの表面からの粒子および／または、液
体といった異物を効果的に除去することによって、ディスプレイの耐久性が向上するとい
う知見に基づいている。堅い光学面、例えばモニタスクリーン、カメラレンズ、または携
帯電話のスクリーンを掃除する分野において、適切な掃除手段自体は知られている。掃除
は、通常、適当なアプリケータを用いて手動で行われる。アプリケータは洗浄液を使用す
るものや、使用しないものがある。コピー機および携帯電子装置の分野では、ほこりが所
定の領域に進入するのを防ぐ手段が知られている。しかし、可撓性ディスプレイを備える
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電子装置用の掃除手段は知られていない。
【０００７】
　電子装置の一実施の形態において、掃除ユニットは、少なくともディスプレイの表面に
沿って摺動することによって汚れを除去するように構成された移動可能なバーを備える。
【０００８】
　この構成により、ディスプレイの表面から機械的に粒子を除去する簡単で信頼性の高い
手段を提供することができる。ディスプレイにエッジ部材を設け、エッジ部材によってバ
ーを案内することが望ましい。バーはディスプレイを受け止めるように形成されることが
一層望ましい。バーは、プラスチック、コーティングされた金属等の十分堅い材料から製
造されることが望ましい。バーと可撓性ディスプレイの表面との間の摩擦を減らすために
、ディスプレイに対向するバーの面に、適切な材料、とくに布を設けてもよい。適当な材
料の例としては、柔らかいフェルトがある。別の実施の形態では、バーはブラシ、とくに
粒子等の異物をディスプレイの面から取り除く毛状のブラシを備えている。当業者には明
らかなように、上述した移動可能なバーを、回転可能もしくは巻き取り可能なディスプレ
イを備える電子装置のハウジング内に一体化してもよい。
【０００９】
　退避可能なディスプレイが開口を通って伸長可能に構成されている場合、掃除ユニット
は開口近傍に配置されることが望ましい。この技術的手段により、粒子が電子装置のハウ
ジングへ進入することを防止できるとともに、ディスプレイから効果的に汚れを除去する
ことができる。
【００１０】
　ローラに巻き付けられて収納され、装置の適切なハウジング内に配置される回転可能な
ディスプレイにおいては、可撓性ディスプレイが退避または伸長する際に開口を通るとい
う点を利用することが有効であることがわかった。さらに、開口によって、開口の直近で
ディスプレイの面をさらに支持することができると理解される。開口付近に掃除ユニット
を配置することによって、開口の支持作用と、使用時に掃除ユニットがディスプレイの面
に圧力をかけるという相乗効果がある。この相乗効果によって、清掃の際にディスプレイ
の面に圧痕ができない。
【００１１】
　本発明による電子装置のさらなる実施の形態において、少なくともディスプレイの表面
に接するように構成された掃除ユニットの面は、布を備える。
【００１２】
　布は、フェルト、とくに柔らかいフェルトからなることが望ましい。望ましい実施の形
態では、フェルト等は、望ましくはディスプレイの表面に、さらに望ましくは裏面にも軽
い圧力をかける弾性部材によって支持されることが望ましい。ディスプレイが装置内に巻
き取られるとき、フェルトによって粒子および／または液体が装置内に進入することを防
止する。布は、ディスプレイの上方に配置されてディスプレイの下方に設けられた第２の
部材と吸引力によって相互に作用するように構成された第１の部材に設置されることが望
ましい。このような第１の部材および第２の部材の例としては、適切に配向された２つの
磁石、または弾性接続部もしくは接続手段によって接続された２つの部材がある。第２の
部材にさらに布が設置されていることが一層望ましい。この構成により、掃除ユニットか
らディスプレイにかけられる外圧が、ディスプレイユニットの下方に配置された掃除ユニ
ットの第２の部分によって打ち消され、たるみによる悪影響から表示スクリーンを保護で
きる。第１の部材と第２の部材の適切な例としては、２つの磁石、または弾性手段または
接続部によって互いに接続された２つの部材がある。
【００１３】
　本発明による電子装置のさらなる実施の形態において、少なくともディスプレイの表面
に接するように構成された掃除ユニットの面は、ブラシを備える。
【００１４】
　ブラシは、ブラシの毛が通常、柔らかい材料から構成され、外部、例えば表示スクリー
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ンに圧力をかけると容易に曲がるため、有効である。したがって、ブラシの毛が障害物に
当たると容易に変形する柔らかい構造であるため、たるみによるディスプレイの損傷が発
生しない。このことは、面の汚れが寸法の大きな、例えば１ｍｍ３程度の粒子である場合
に、とくに重要である。掃除ユニット、とくにブラシ等は、軸回りに回転可能であり、当
該軸は、ディスプレイが掃除ユニット近傍の領域において延在する平面に実質的に平行で
あることが望ましい。本発明による電子装置の具体的な実施の形態において、退避可能な
ディスプレイは、ハウジング内に配置されたローラの周りに巻き付けられるように構成さ
れ、掃除ユニット、とくにブラシ等は、ローラによって駆動可能に構成されている。なお
、ブラシの代わりに布等を適切なローラに設置しても、同様の効果が得られる。
【００１５】
　この構成により、ブラシの角速度をローラの角速度と一致できるというさらなる効果が
得られる。例えば、ブラシの軸とローラの軸を、とくに中間ギアを用いて連結することに
よって、回転ブラシがより効率的に粒子を除去することになる。なお、ブラシの回転方向
は、ローラの回転方向と一致しても、あるいは、ローラの回転方向と反対方向であっても
よい。また、巻き取り可能なディスプレイの伸長方向に対して交差する方向にブラシを回
転可能とすることもできる。
【００１６】
　本発明による電子装置のさらなる実施の形態において、掃除ユニットは、少なくともデ
ィスプレイの表面に少なくとも接近して配置された突起部材を備える。あるいはまた、突
起部材は少なくともディスプレイの表面に接触するように構成されている。
【００１７】
　小型刃物等を用いることが望ましい。突起部材は、掃除ユニット近傍の領域においてデ
ィスプレイが延在する平面に対して斜めに配置されていることが一層望ましい。突起部材
を斜めに配置することにより、表示面に圧痕を与えることなく、ディスプレイの面を効果
的に処理することができる。上述した掃除ユニットは、ディスプレイの面に接する第１位
置と、ディスプレイの面から離間した第２位置との間で切り換えられるように構成されて
いることが望ましい。この構成により、必要に応じてディスプレイを掃除することができ
、ディスプレイに対して継続的に機械的な力が与えられないためディスプレイの耐久性を
向上させることができる。
【００１８】
　本発明による電子装置のさらなる実施の形態において、掃除ユニットは、ディスプレイ
を振動させて汚れを除去するための振動子を備える。振動子は、音波すなわち超音波の発
生器からなることが望ましい。別の実施の形態では、振動子は、表示面を振動させる、例
えば開口に対してローラを変位させるための機械的手段を備えてもよい。この構成により
、表示面から汚染粒子を除去する簡単で効果的な手段を提供できる。振動子は、回転可能
なディスプレイを備える電子装置の開口の内側または外側に設置される。ディスプレイが
電子装置のハウジングの周りに巻き付けられるように構成されている場合、可撓性ディス
プレイの面が振動子の動作によって振動されれば、振動子はハウジングのどのような位置
にでも配置される。当業者にはわかるように、このような振動子の出力は、電子装置の構
成に応じて幅広い範囲から選択可能である。
【００１９】
　本発明による電子装置のさらなる実施の形態において、掃除ユニットは、少なくともデ
ィスプレイの表面に向けた空気の流れを生成するように構成されている。掃除ユニットは
、空気の流れを生成するための圧縮可能な容器を備えることが望ましい。なお、このよう
な掃除ユニットは、電子装置のハウジングの内部または外部に配置される。ハウジングの
周りに巻き付けられるように構成された可撓性ディスプレイを備える電子装置の一実施の
形態において、掃除ユニットはハウジング上に設けられる。
【００２０】
　本発明による電子装置のさらなる実施の形態において、ディスプレイは帯電防止コーテ
ィングを含む。
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【００２１】
　可撓性、とくに退避可能なディスプレイの少なくとも表面を帯電防止コーティングで覆
うことは、汚染粒子の表示スクリーンへの付着を大きく低下し、上述したような清掃の効
率を向上させるため、非常に有効である。
【００２２】
　本発明による装置のさらなる実施の形態において、掃除ユニットは、吸引力の作用によ
って汚れを除去するように構成されている。このような吸引力の一例としては、適切な静
電荷を蓄えるように構成された適切なロールによって実現できる。ディスプレイの表面の
汚れは、ロールの材料によって収集され、ディスプレイを掃除することができる。あるい
はまた、ディスプレイの移動によってロールを回転動作させてもよい。この場合、ロール
の材料によって集められた汚染粒子は、ロールによって運ばれることが望ましく、ロール
と協働する適切な容器に廃棄される。また、ディスプレイの回転動作により、ロールがさ
らに静電荷を蓄えるようにしたり、清掃による静電荷の減少分を補償するようにすること
も可能である。
【００２３】
　他の実施の形態においては、掃除ユニットに配置された粘着材によって吸引力を発生さ
せる。例えば、適当な粘着性の部材を掃除ユニットの表面に配置し、汚れを収集すること
ができる。なお、掃除ユニットは、ディスプレイの面に接触するように構成しても、非接
触で作動するように構成してもよい。後者の場合、掃除ユニットとディスプレイの面との
間の空間を、汚染粒子の寸法と同様の小ささに保つようにしてもよい。
【００２４】
　本発明の上述した態様および他の態様を、図面を参照してより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１ａ】図１ａは、本発明による電子装置の一実施の形態を示す概略図である。
【図１ｂ】図１ｂは、本発明による電子装置のさらなる実施の形態を示す概略図である。
【図２】図２は、本発明による電子装置のさらなる実施の形態を示す概略図である。
【図３】図３は、本発明による掃除ユニットの一実施の形態を示す概略図である。
【図４】図４は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を示す概略図である。
【図５】図５は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を示す概略図である。
【図６】図６は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を示す概略図である。
【図７】図７は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１ａは、本発明による電子装置の一実施の形態を示す概略図である。電子装置１０、
とくにパームトップコンピュータ、携帯電話、システム手帳等は、ハウジング１と、可撓
性ディスプレイ３とを備える。可撓性ディスプレイは、サイド部材４ａ、４ｂ、４ｃ、５
ａ、５ｂ、５ｃによってハウジング１から伸長される。サイド部材は、互いに入れ子状に
伸縮自在に構成されていることが望ましく、ディスプレイ３の各端部２ａ、３ａを収容す
るように寸法決めされている。可撓性ディスプレイ３は、電気泳動技術を用いて製造して
もよい。可撓性ディスプレイは、ポリマーエレクトロニクスに基づいて動作可能である。
る。なお、簡単のため、ハウジング１は上蓋を省略した状態で示している。可撓性ディス
プレイ３は、例えばグリップ７を用いてサイド部材４ａ、４ｂ、４ｃ、５ａ、５ｂ、５ｃ
をハウジング内に滑り込ませることによって退避させることができる。サイド部材をハウ
ジング内に摺動させることによって、可撓性ディスプレイ３が電子装置１０の開口Ｐに進
入し、ハウジング１内に配置された適切なローラ（不図示）の周りに巻き付けられる。デ
ィスプレイ３がディスプレイ表面に存在する汚れによって損傷するのを防止するため、電
子装置１０は、少なくともディスプレイ３に沿って方向Ｄにスライドすることによって汚
れ９を取り除くように構成された移動可能なバー(棒体)６を備える。電子装置１０におい
て、ディスプレイにはバーを誘導するためのエッジ部材８ａ、８ｂが設けられていること
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が望ましい。エッジ部材８ａ、８ｂは、ディスプレイに取り付けられることなくディスプ
レイを受けるように構成されていることが望ましい。バー６は、エッジ部材８ａ，８ｂと
協働して、ディスプレイ３の表面に対して平面平行に移動する。なお、バーは、ディスプ
レイを間に収容するように構成された第１部材６と第２部材(不図示）を備えてもよい。
この場合、ディスプレイ３は移動可能なバー６の第１部材と第２部材の間に挟まれる。第
２部材を設けることにより、第１部材の機械的動作によるディスプレイ３の圧痕が防止さ
れる。
【００２７】
　バーは、プラスチック、コーティングされた金属等の十分堅い材料から製造されること
が望ましい。バーと可撓性ディスプレイの表面との間の摩擦を減らすために、ディスプレ
イに対向するバーの面に、適切な材料、とくに布を設けてもよい。適当な材料の例として
は、柔らかいフェルトがある。別の実施の形態では、バーはブラシ、とくに粒子といった
異物をディスプレイの面から取り除く毛状のブラシを備えている。
【００２８】
　図１ｂは、本発明による電子装置のさらなる実施の形態を示す概略図である。電子装置
１１は、ハウジング１２と、退避可能な、特に巻き取り可能であって、望ましくは堅いカ
バー１２ａ上に配置されるディスプレイ１５とを備える。堅いカバー１２ａは、ディスプ
レイ１５とともに位置１１ａまでハウジング１２の周りに巻きつけられるように構成され
ている。堅いカバー１２ａは、堅い領域１３ａ、およびカバー１２ａのヒンジ１６ａ，１
６ｂと協働する可撓性の領域１４ａ，１４ｂを有するエッジ部材１３を備えている。ディ
スプレイ１５がハウジング１２の周りに巻き付けられた位置まで退避するとき、ディスプ
レイ１５の面はハウジング１２と接触する可能性がある。ディスプレイが面上に存在する
汚れで損傷してしまうことを防止するため、ディスプレイ１５には移動可能なバー(棒体)
１８を備えた掃除ユニットが設けられている。バー１８はハウジング１２近傍の待機位置
に配置され、汚れを除去するために表示領域１５に沿って移動することができる。バー１
８は案内用のサイド部材１９と協働することが望ましい。バー１８は、図１ａを用いて説
明したような材料から構成してもよい。この実施の形態においても、サイド部材１９は、
ディスプレイ１５の面に沿ってバー１８を案内するように構成されている。
【００２９】
　図２は、本発明による電子装置のさらなる実施の形態を示す概略図である。電子装置２
０、とくに携帯電話には、ハウジング２２が設けられ、ハウジングには退避状態のディス
プレイを保持するように構成されたローラ２４が配置されている。ディスプレイ２６がハ
ウジング２２から伸長されると、端部２５ａ，２５ｂは適切なエッジ部材２７ｚ，２７ｂ
によって支持されることが望ましい。サイド部材は、適切なヒンジ２９によって、伸長位
置２７ａ、２７ｂと、退避位置２７ａ、’２７ｂ’との間で切り換えられる。ディスプレ
イ２６の面の汚れを掃除するために、移動可能なバー(棒体)２１が設けられている。バー
２１はハウジング２２の近傍に配置されている。ディスプレイが伸長され、ローラ２４に
巻き付けられる前の状態において、バー２１は汚れを除去するためにディスプレイ２６に
沿って、例えば方向２１ａに移動可能である。なお、ディスプレイ２６の圧痕を防止する
ために、サイド部材２７ａ’、２７ｂ’はディスプレイの端部を収容してディスプレイを
支持するようにＵ形状をしている。
【００３０】
　図３は、本発明による掃除ユニットの一実施の形態を示す概略図である。電子装置３０
は、ハウジング３１、および表面３３ａと裏面３３ｂとを有する巻き取り可能なディスプ
レイ３３を備えている。巻き取り可能なディスプレイは、ディスプレイ３３の退避中、方
向Ｒに回転可能なローラ３２の周りに巻き付けられるように構成されている。ディスプレ
イの面に存在する汚れを除去するために、電子装置３０には、ハウジング３１と一体化さ
れるとともに、望ましくはディスプレイ３３が通る開口Ｐの近傍のハウジング３１内に配
置された掃除ユニット３５が設けられている。掃除ユニット３５は、掃除ユニットの面に
配置され、少なくともディスプレイの表面３３ａと接するように構成された布３５ａを備
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えている。掃除ユニット３５は、また、ディスプレイ３３を局所的に支持するように、お
よび／または裏面３３ｂを掃除するように、ディスプレイの裏面３３ｂに接するように配
置された第２の布３５ｂを備えることが望ましい。布３５ａ，３５ｂは、それぞれ弾性部
材３６ａ、３６ｂによって支持されることが望ましい。より望ましくは、布３５ａ、３５
ｂは、ディスプレイの上方に配置された第１の磁性部材３７ａに設置され、第１の磁性部
材はディスプレイの下方に設けられた第２の磁性部材３７ｂと吸引力によって相互に作用
するように構成されている。なお、第２の磁性部材には、ディスプレイの裏面と接触する
ように構成された他の布３５ｂが配置されても、配置されなくてもよい。本発明による電
子装置の別の実施の形態において、少なくともディスプレイの表面３３ａに接するように
構成されたされた掃除ユニットの面は、ブラシを備える。ブラシは、可撓性ディスプレイ
の表面、あるいは可撓性ディスプレイの表面と裏面に接触するように構成されている。
【００３１】
　図４は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を概略的に示す。電子装置４
０は、ハウジング４１、および表面４３ａと裏面４３ｂを有する可撓性ディスプレイ４３
を備えている。可撓性ディスプレイ４３は、非使用中にはローラ４２の周りに巻き付けら
れるように構成されている。ディスプレイ４３は開口Ｐを介してハウジング４１内に進入
する。本発明による電子装置は、軸Ａ２回りに回転するように構成されたブラシが設けら
れた掃除ユニットを備えている。当該軸Ａ２は、ディスプレイが掃除ユニット近傍の領域
Ｐにおいて延在する平面４３ａに実質的に平行である。ブラシ４５はローラ４２によって
駆動可能であることが望ましい。ブラシの角速度をローラの角速度と一致できることが一
層望ましい。例えば、ブラシの軸Ａ２とローラの軸Ａ１を、とくに中間ギア４７を用いて
連結することによって、回転ブラシがより効率的に粒子を除去することになる。なお、ブ
ラシの回転方向は、ローラの回転方向と一致する、あるいは、ローラの回転方向と反対方
向である。また、巻き取り可能なディスプレイの伸長方向に対して交差する方向に、ブラ
シを回転可能とすることもできる。
【００３２】
　なお、ロール４５は吸引力の作用によって汚れを除去するように構成してもよい。この
場合、ブラシの代わりに布を使用する。ロール４５を静電気的（statically）に構成して
もよい。ディスプレイの表面の汚れは、ロールの材料によって収集され、ディスプレイを
掃除することができる。あるいはまた、ディスプレイの移動によってロールを回転動作さ
せてもよい。この場合、ロールの材料によって集められた汚染粒子は、ロールによって運
ばれることが望ましく、ロールと協働する適切な容器（不図示）に廃棄される。
【００３３】
　他の実施の形態においては、掃除ユニットに配置された粘着材、例えばロール４５によ
って吸引力（attractive force）を発生させる。例えば、適当な粘着性の部材を掃除ユニ
ットの表面に配置し、汚れを収集することができる。なお、掃除ユニットは、ディスプレ
イの面に接触するように構成しても、非接触で作動するように構成してもよい。後者の場
合、掃除ユニットとディスプレイの面との間の空間は、汚染粒子の寸法と同様の小ささに
保たれる。
【００３４】
　図５は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を概略的に示す。本発明のさ
らなる実施の形態による電子装置５０は、ハウジング５１、および表面５３ａと裏面５３
ｂとを有する巻き取り可能なディスプレイ５３を備えている。ディスプレイ５３は、ロー
ラ５２の周りに巻き付けられるように構成されている。このため、ディスプレイ５３は開
口Ｐを介してハウジング５１に進入する。電子装置５１はさらに、少なくともディスプレ
イ５３の表面５３ａから汚れを掃除するために構成された掃除ユニットを備える。掃除ユ
ニットは、少なくともディスプレイの表面に接触する様に構成された突起部材を備える。
小型刃物等を用いることが望ましい。より望ましくは、突起部材は、掃除ユニット近傍の
領域においてディスプレイが延在する平面に対して角度αをもって斜めに配置される。な
お、角度αは、９０度より小さくても、９０度より大きくてもよい。突起部材を斜めに配
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ることができる。図３～５に示された掃除ユニットは、ディスプレイの面に接する第１位
置と、ディスプレイの面から離間した第２位置との間で切り換えられるように構成されて
いることが望ましい。この構成により、必要に応じてディスプレイを掃除することができ
、ディスプレイに対して継続的に機械的な力が与えられないためディスプレイの耐久性を
向上させることができる。
【００３５】
　図６は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を概略的に示す。電子装置６
０は、ハウジング６１、および表面６３ａと裏面６３ｂとを有する巻き取り可能なディス
プレイ６３を備えている。ディスプレイ６３は、ディスプレイ６３を退避するために軸６
４回りに方向Ｒに回転可能なローラ６２の周りに巻きつけられるように構成されている。
電子装置６１は、さらに、少なくともディスプレイ６３の表面６３ａから汚れを取り除く
様に構成された掃除ユニットを備える。この実施の携帯においては、掃除ユニットは、デ
ィスプレイを振動させて汚れを除去するための振動子を備える。振動子６６は、ディスプ
レイ上方のハウジング６１の外面に設けられ、ディスプレイ６３が収納時に開口Ｐを通る
前に小さい振動を発生させる。または、振動子６７をディスプレイの下方に設け、ディス
プレイが開口Ｐを通る前にディスプレイを振動させてもよい。あるいはまた、掃除ユニッ
ト６８をハウジング６１内に設置し、ローラを振動させることにより、ローラ６２と開口
Ｐの間に位置するディスプレイ６３の部分における汚染粒子を除去してもよい。さらに別
の実施の形態において、振動子６５をハウジング６１内に配置し、ローラ６２と開口Ｐと
の間のディスプレイ６３の領域を振動させるようにしてもよい。最後の２つの実施の形態
は、ディスプレイのより小さな領域の変位ですむので、振動により粒子をより効率的に除
去することができ、有効である。振動子は、当該技術分野では知られた音波すなわち超音
波の発生器であることが望ましい。
【００３６】
　図７は、本発明による掃除ユニットのさらなる実施の形態を概略的に示す。電子装置７
０は、適切なハウジング７１を備え、可撓性ディスプレイ７２が例えばローラ７３に巻き
取られることによって収納されるように構成されている。ローラ７３は軸７４回りに回転
可能である。可撓性ディスプレイは、適切なハンドル７５によって、退避位置（少なくと
も部分的にローラ７３に巻き付けられた状態）と、伸長位置との間で移動可能である。本
発明においては、ハンドル７５は、適当なガス、例えば空気を蓄えたタンク７６と協働す
るように構成されている。ハンドル７５を方向Ｒに移動することにより、タンク７６内の
ガスは圧縮され、チューブ７７内に移動する。これにより、ハンドル７５がポンプのよう
に動作する。チューブ７７は、可撓性ディスプレイ７２がハウジング７１内に進入するた
めの開口Ｐの近傍に出口を備え、開口Ｐ付近の領域７９をチューブ７７から放出されたガ
ス流で覆うように構成されている。ディスプレイ７２の面に存在する粒子はガス流７８に
よって除去されるので、領域７９においてチューブ７７から放出されたガス流７８は、掃
除ユニットとして機能することになる。なお、ガスタンク７６を動作させるために電気的
な原理を用いることも考えられる。
【００３７】
　なお、本発明による電子装置の複数の特定の実施形態を明確にするためにそれぞれ別々
に説明したが、各図面を用いて説明した構成についてそれぞれ対応する部分を置き換えて
もよい。特定の実施形態について上述したが、本発明は上述した以外の形態も実施するこ
とができる。上記説明は例示であって、限定するものではない。したがって、当業者には
明らかなように、上述した発明のついての変形も添付の特許請求の範囲内に属すると理解
される。
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